

社会福祉法人滋賀同仁会養護老人ホーム大津老人ホームでの
給食提供業務委託プロポーザル実施要領

１.基本的な考え方
　社会福祉法人滋賀同仁会では、令和９年4月から養護老人ホーム大津老人ホーム（あざいやま特定施設入居者生活介護事業所を含む。以下「ホーム」という。）での給食提供業務委託に係る業者の募集を行う。
　ホームの入所者に、安全で栄養バランスのとれたおいしい食事を安定して提供するため、クックチル・新クックチル・クックフリーズ方式（朝食のみクックサーブ方式との組み合わせも可とする。以下「クックチル等」という。）により、自社の有する運営ノウハウ、適正な衛生管理体制、及び優れた調理技術を活かした食事提供が可能な事業者を公募型プロポーザル方式により募集する。
　したがって、選定に際しては見積価格だけではなく、業者の業務経験、経営状況、ホームにおける給食の理解度、衛生管理体制及び業務遂行能力等を総合的に審査し最も優秀な事業者を契約候補者として選定する。

２.業務の概要
（１）業務の名称
養護老人ホーム大津老人ホーム給食提供業務委託
（２）業務の内容
　　別紙「給食提供業務委託仕様書」（以下「仕様書等」という。）のとおり
　　※クックチル等食材の調達及び給食提供支援（調理（湯煎等含む）・盛付・温冷配膳車へのセット）業務を行うことが可能なこと。
（３）委託契約期間
　　令和９年４月１日から令和１０年３月３１日まで
　　※単年度契約。ただし、事業者の履行状況が良好で、かつ双方から異議がない場合は、同条件で自動更新できるものとする。

3.業者選定の方法
　公募型プロポーザル方式

4.委託に係る予算上限額
年間66,000千円（消費税及び地方消費税を含む）
（注記）
　※上記上限額を超える提案（見積り）を行った事業者は、その時点で失格とする。
　※原則として年度途中での委託料の見直しは行わない。但し、経済情勢の激変、急激な物価・人件費の高騰、公課公租の増額等その他止むを得ない事情が生じた場合は、委託者が定める資料を提出のうえ協議することができるものとする。
　※委託契約の更新を行う場合、その委託料は、次年度開始前に委託者、受託者双方で協議する。
５.参加資格
本事業に参加できる事業者は、応募締め切り日時点で次に掲げる全ての要件を満たしていることを条件とする。
【法人格の保有・同種業務の実績等】
（１）令和8年４月現在、日本国内において法人格を有していること。
（２）近畿２府４県内に本社、支社、事業所を有し、且つ医療法人又は社会福祉法人が母体である福祉施設等において、給食提供業務の受託実績があり、現に円滑に運営していること。

【衛生管理】
（１）食品衛生法（昭和22年法律第223号）の規定による営業の許可を受けていること。
（２）衛生管理を行うにあたりHACCP手法を取り入れていること。
（３）食中毒発生による業務停止等何らかの事情により提案者による給食提供業務の履行ができなくなった場合に、直ちに給食提供できる代行業者を常に確保しており、これに係る当該代行業務者との契約書の写しを提出できること。

【財務の健全性】
（１）会社更生法（平成14年法律第154号）の規定による更生手続開始の申立てがされていない者又は民事再生法（平成11年法律第225号）の規定による再生手続開始の申立てがされていない者。（ただし、再生手続き開始決定がされている者を除く。）
（２）破産法（平成16年法律第75号）に基づく破産手続開始の申立てがされている者又は会社法（平成17年法律第86号）に基づく特別清算開始の申立てがされていね者でないこと。
（３）国税及び地方税を滞納していない者。

【反社会的勢力との関係】
（１）次のアからカまでのいずれの場合にも該当しないこと。
ア　役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその全ての役員をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号。以下「法」という。）第2条第6号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であると認められるとき。
イ　暴力団（法2条第2号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）又は暴力団員が経営に実質的に関与していると認められるとき。
ウ　役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められるとき。
エ　役員等が、暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど、直接的又は積極的に、暴力団の維持又は運営に協力し、又は関与していると認められるとき。
オ　役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるとき。
カ　営業活動に係る必要な契約の締結に当たり、その相手方が前各号のいずれかに該当することを知りながら、当然相手方と契約を締結したと認められるとき。

６.業者選定までのスケジュール
　①募集要項・仕様書の公開　　　　　　令和８年　9月１４日（月）～9月24日（木）まで
　②施設見学　　　　　　　　　　　　　令和８年　9月29日（火）までの間で個別調整
　　　　　　※任意参加・事前申込必要　令和８年　9月24日（木）１２時までに申し込み
　③参加者からの質問受付　　　　　　　令和８年10月　2日（金）12時まで
　④参加者からの質問に対する回答　　　令和８年10月　7日（水）
　⑤企画提案書及び見積書等の提出締め切り
令和８年10月23日（金）17時必着
　⑥プレゼンテーション・試食審査の実施（選考会の実施）
　　　　　実施候補日　　第１候補日　　令和８年１１月　９日（月）
　　　　　　　　　　　　第２候補日　　令和８年１１月１０日（火）
　（注）参加申込事業者数が３社を超えた場合、実施候補日の２日間に分けて実施する。
　　　　その場合各社の具体的な実施日時は、参加申込締め切り後、事業者数に基づき委託者の厳正な抽選等により決定し、１０月２９日（木）までに各事業者へ通知する。
　⑦審査結果の通知　　　　　　　　　　令和８年11月20日（金）
　⑧優先交渉権者との詳細協議　　　　　令和８年11月下旬から
　⑨業務開始　　　　　　　　　　　　　令和９年　４月　１日（木）

７.募集要項及び仕様書等の交付方法
大津老人ホームページ（https://care-net.biz/25/ooturoujinhome/）にて交付する。

８.企画提案書の提出
　本プロポーザル実施要領及び仕様書等を十分把握の上、次により企画提案書を提出すること。
（1）提出方法　　レターパックプラス、一般書留又は簡易書留により郵送のこと。
（表面に「企画提案書在中」と朱書きのこと。）
（２）提出書類
　【参加資格確認書類】
　　①企画提案参加申請書　様式１
　　②会社概要（パンフレット等でも可）　様式２
　　　（添付書類）直近2年間の決算書（貸借対照表、損益計算書）
　　　　　　　　　納税証明書（国税、都道府県税、市区町村税に未納がないことの証明）
　　③業務受託実績書　様式３



【企画提案書類】
　　1．総括的事項（運営方針等）について　様式４
　　2－①．業務の実施体制について①（コスト管理、人員配置の最適化等）様式５
　　　　　　※別添の勤務シフト表を添付すること。
　　２－②．業務の実施体制について②（従業員等への教育・研修について）　様式6
　　３．衛生管理体制について　様式７
　　４．危機管理と緊急時対応について　様式８
　　５．食事提供について　様式９
　　６．独自提案について　様式10
　　７．見積書　様式11・11-2
　　８．給食調理業務委託に関する質問書　様式12
９．参加辞退届　様式13
（３）提出期限　　令和８年10月23日（金）午後５時まで（厳守）
（４）提出場所　　大津老人ホーム　※別途記載の提出先及び問い合わせ先を参照のこと。
（５）提出部数　　７部（正本１部・副本6部）
　　　　　　　　　正本１部は事業者の住所、商号又は名称、代表者職氏名を記載の上、代表者印を押印すること。
※様式12（質問書）、様式13（辞退届）は必要に応じて各期限までに別途提出すること。

９.仕様書等に関する質問の受付及び回答
（1）提出方法
　　　給食調理業務委託に関する質問書（様式12）により電子メールで行うこと。
　　　※電子メールの場合はメール件名に「プロポーザル質問、送信年月日、参加者名」を入力し添付は１ファイルにまとめて送信すること。
※審査基準の配点等、審査に支障をきたす質問、口頭による質問は受け付けないので注意すること。
（２）提出期限　令和８年10月2日（金）午後12時まで
（３）提出先　　大津老人ホームメールアドレス　※別途記載の提出先及び問い合わせ先参照
（４）回答方法
　　　令和８年10月7日（水）までに、企画提案参加申請書（以下「申請書」という。）提出全員に対して、申請書に記載の担当者電子メール宛に行う。併せて、大津老人ホームのホームページに掲載するので確認すること。
なお、質問の回答は、本仕様書等の追加又は修正とみなすものとする。

１０.その他の注意事項
　　①用紙の規格は、A4判（片面印刷・カラー刷可）左綴じで作成すること。
　　②期限までに提出されなかった企画提案書はいかなる理由でも授受しない。
　　③提出後の企画提案書の差し替え、再提出は認めない。
　　④連絡先（電話番号・電子メールアドレス・担当者氏名等）を必ず記入すること。
　　⑤本プロポーザルへの参加申請書提出後にプロポーザル選考への参加を辞退する場合は、参加辞退届（様式13）を提出すること。

１１.審査方法
（１）審査は、社会福祉法人滋賀同仁会養護老人ホーム大津老人ホーム給食委託業者選定委員会（以下「委員会」という。）にて、提出された書類及びプレゼンテーションの内容を総合的に評価し、最高得点を獲得した事業者を「最優先交渉権者（契約候補者）」として選定する。
（２）審査方法
　　①委員会は、企画提案書及び提案者へのヒアリングにより、次に定める審査項目について審査する。
　　②委員会は、審査基準をもとに各委員１００点満点で審査し、合計得点により優先交渉権者を選定する。
　　　但し、各委員の評価得点の合計の平均値が、60点に満たない事業者は、提案金額が予算の範囲内であっても最優先交渉権者（契約候補者）として選定しない。
　　③前項の規定に関わらず、次のいずれかの審査項目において、委員の評価得点の平均値がそれぞれ定める基準点（配点の6割）に満たない場合は、総合得点に関わらずその時点で失格とする。
　　　1) 項目２　業務実施体制
　　　2) 項目３　衛生管理体制
　　　3) 項目４　危機管理と緊急時対応
（３）企画提案審査基準及び配点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（配点１００点）
	審査項目
	審査内容
	配点

	１．経営体質・業務実績
	・高齢者福祉施設での給食提供に係る運営方針
・経営状態は健全か。
・他施設での業務実績は十分か。当該業務遂行するに必要な知識、経験を有しているか。
・業務遂行サポート体制は整っているか。
	１０点

	２．業務実施体制
	・人員配置は安全安心な食事提供やコスト管理面において最適化されたものか。
・従事者並びに現場責任者への教育、研修計画があるか。
・現場での指揮監督体制、人員確保等バックアップ体制は確立されているか。
・食材調達方法及び品質管理について
	15点

	３．衛生管理体制
	・衛生管理（HACCPの取組を含む）に関する基本的な考え方とマニュアルの整備
・温度管理、二次汚染防止、設備・器具等の衛生管理について
・職員の健康管理体制
	15点

	４．危機管理と緊急時対応
	・事故の発生を予防するための対策、体制が用意されているか。
・自然災害、感染症に対する業務継続計画は策定されているか。
・職員に対する安全教育は実施されているか。
・異物混入、食中毒等発生時の安全対策マニュアルの整備、対応は十分か。
・災害時の給食提供体制は確立しているか
・備蓄食配置提案について
	15点

	５．食事提案
	・高齢者施設でのクックチル食材等を活かした献立の考え方
・食事の提供方法及び食事形態への対応
・食材発注締切日、急な食数変更への対応
・クックチル食材等ならではの美味しい給食への提案
・行事食等への対応
・献立名、材料名、分量等が明記された献立表（カラー写真付）貴社仕様によるもので可
	15点

	６．独自提案
	アピールポイントとなる独自提案
	１０点

	経済性（事業費）
	・見積金額は妥当なものか。また、積算は適切かつ効果的か。
	１０点

	試　　食
	・味付け、盛付、食感等
	10点



（４）プレゼンテーション・ヒアリング・試食会の実施（選考会）
　　①日　　時　　令和８年１１月　9日（月）又は１１月１０日（火）の別途指定する時間
　　②会　　場　　大津老人ホーム　１階集会室
　　③持ち時間　　１社あたり45分（説明：20分以内・質疑応答：10分程度・試食：15分）
※説明に用いる資料は事前に提出されたものに限る。
※質疑応答後試食を行うので、間に合うように準備のこと。
④出席人数　　説明は本業務に直接携わる者が行う。参加人数は一社あたり４名までとする。　※試食準備者は含まない。
　　⑤機　　材　　プレゼンテーションにてプロジェクター等の使用を希望する場合は事前に
　　　　　　　　　当施設へ申し出ること。（プロジェクター、スクリーンは施設貸出可）
　　⑥試　　食　　提供する食事は昼食を想定したものとし、普通食及びミキサー食（又はそれに準じた食形態）を６食ずつ準備する。（米飯・汁物除く）
試食会は、味付け、盛付、食感等について評価を行う。
試食会のみに携わる人数は、プレゼンテーションとは別に１社につき3名まで参加を認める。
試食会の詳細については後日参加者に連絡する。
（５）提案者の失格
　　次のいずれかに提案者が該当する場合には失格とする。
　　①提出期限内に必要な書類を提出しない場合
　　②参加資格要件を満たしていない場合
　　③提出書類に虚偽の記載又は重大な不備があった場合
　　④契約の履行が困難と認められるに至った場合
　　⑤提案者が個別に委員会の委員と接触を持つなど審査の公平性を害する行為があった場合
　　⑥提案者がヒアリングに出席しない場合
　　⑦その他委員会で本事業の遂行にふさわしくないと認められた場合
（6）審査結果
　　①通知方法　プレゼンテーション審査を受けた全ての事業者に対し通知する。
②通知時期　令和８年11月20日（金）までに通知する。

１２.提出書類の扱い
（１）提出書類されたすべての書類は返却しない。
（２）提出後の差し替え及び追加・削除は認めない。
（３）提出された書類は提出した者に無断でこのプロポーザルに係る審査以外には利用しない。
（４）ホームが必要と認める場合には追加資料の提出を求めることがある。
（５）企画提案書の提出は１社につき１案とする。

１３.その他留意事項
（１）費用負担
　　　書類作成及び提出に係る費用など、必要な経費は全て提出者の負担とする。
　　　緊急止むを得ない理由等により、本プロポーザルを実施することができないと認めるときは、停止、中止又は取り消すことがある。なお、この場合において本プロポーザル方式に要した費用をホームに請求することはできない。
（２）著作権等の権利
　　　企画提案書等の著作権は、当該提案書等を作成した者に帰属するものとする。ただし、受託先に選定された者が作成した企画提案書等の書類については、ホームが必要と認める場合には、ホームは、受託先に予め通知することによりその一部又は全部を無償で使用（複製、転記又は転写をいう。）することができるものとする。
　　　なお、受託先に選定されなかった者が作成した書類については、本プロポーザルの審査終了後、ホームの責任において速やかに廃棄処分するものとする。

１４.提出先及び.問い合わせ先
　　社会福祉法人滋賀同仁会養護老人ホーム大津老人ホーム　担当：松田・亀 (かめ)尾 (お)
　　　　〒520-0804　大津市本宮二丁目6-22
　　　　電話番号077-522-3463　FAX077-522-3588
        e-mail：ooturoujin@ex.bw.dream.jp
1

6

